
12教室レポート

活
用
す
る
こ
と
の
魅
力
を
伝
え
る
べ
く
、
本
校
の
地
歴
公
民
科
で
は
「
東

京
を
歩
く
」
と
題
し
て
地
理
担
当
教
員
で
あ
る
井
川
と
日
本
史
担
当
教
員

の
島
津
に
よ
る
連
携
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。

一
　「
東
京
を
歩
く
」
と
地
理
・
日
本
史
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成

本
校
で
は
、
一
学
年
で
必
修
と
し
て
地
理
B
・
日
本
史
B
を
各
二
単
位
、

三
学
年
で
必
修
選
択
ま
た
は
自
由
選
択
と
し
て
二
か
ら
六
単
位
を
設
定
し

て
い
る
。
こ
の
中
で
「
東
京
を
歩
く
」
は
夏
期
・
冬
期
・
春
期
の
各
休
業

期
間
中
に
一
回
ず
つ
、
希
望
者
申
し
込
み
に
よ
る
特
別
講
座
と
し
て
実
施

し
て
い
る
。

こ
の
講
座
で
は
、
午
前
中
に
校
内
で
地
理
と
歴
史
の
講
義
を
そ
れ
ぞ
れ

九
〇
分
程
度
実
施
し
、
午
後
か
ら
フ
ィ
ー
ル
ド
に
出
て
実
地
見
学
を
行
う

形
式
を
と
っ
て
い
る
。
地
図
や
史
料
等
を
用
い
た
概
要
把
握
は
、
基
礎
理

解
を
共
有
す
る
学
習
集
団
を
形
成
し
、
現
地
で
の
考
察
を
深
め
る
上
で
肝

要
で
あ
る
。
一
方
で
地
形
の
見
方
や
史
跡
・
文
化
財
の
観
察
の
方
法
、
関

連
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
等
の
個
別
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
現
地
で
行
う

こ
と
で
、
生
徒
に
よ
る
自
然
な
気
づ
き
を
生
か
し
、
講
義
で
獲
得
し
た
概

念
的
知
識
を
活
用
す
る
面
白
さ
を
味
わ
わ
せ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
る
。

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
地
歴
連
携
に
よ
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
践
が
、
汎
用
的

な
能
力
と
し
て
の
地
理
的
思
考
力
、
歴
史
的
思
考
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
、

そ
れ
ら
を
統
合
し
て
考
察
す
る
力
の
育
成
に
寄
与
す
る
可
能
性
を
検
討
し

た
い
。

教
科
や
科
目
を
横
断
す
る
学
習
活
動
は
、
高
校
生
の
知
的
好
奇
心
を
刺

激
し
、
そ
の
成
果
を
新
た
に
出
会
っ
た
課
題
の
解
決
に
応
用
す
る
姿
勢
を

育
む
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
知
識
や
技
能
の
活
用
を
通
し
て
様
々
な
方
法

か
ら
導
き
出
さ
れ
る
像
の
違
い
や
共
通
点
を
探
り
、
整
理
す
る
こ
と
は
物

事
を
多
面
的
に
把
握
す
る
力
を
向
上
さ
せ
、
探
究
的
な
学
習
活
動
を
充
実

さ
せ
る
上
で
も
欠
か
せ
な
い
。
近
年
の
高
大
接
続
を
め
ぐ
る
議
論
に
お
い

て
も
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
活
用
型
の
学
習
の
あ
り
方
を
示
し
、
分
析
や
解
釈
の
力
を

（
1
）

◉
教
室
レ
ポ
ー
ト

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
よ
る

地
理
歴
史
連
携
授
業
の
取
り
組
み

井川一実・島津聡
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二
　
実
践
事
例

（
1
）
日
野
の
自
然
と
人

①
講
義　

地
理
分
野

日
野
は
、
日
野
宿
を
中
心
に
発
展
し
た
地
域
で
あ
り
、
昭
和
一
〇
年
代

以
降
日
野
五
社
と
称
さ
れ
る
大
規
模
工
場
が
相
次
い
で
立
地
、
高
度
経
済

成
長
期
以
降
は
住
宅
地
と
し
て
の
開
発
が
急
激
に
進
ん
だ
。
講
義
で
は
こ

う
し
た
発
展
を
支
え
た
自
然
的
、
社
会
的
条
件
を
、
迅
速
測
図
や
旧
版
地

形
図
を
用
い
な
が
ら
考
察
し
た
。
日
野
は
、
自
然
的
条
件
と
し
て
は
日
野

台
地
と
多
摩
川
・
浅
川
の
両
河
川
が
、
社
会
的
条
件
と
し
て
は
甲
州
街
道

や
中
央
本
線
、
そ
し
て
何
よ
り
も
新
宿
か
ら
お
よ
そ
三
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

と
い
う
距
離
が
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
き
た
地
域
で
あ
り
、
そ
う
し

た
立
地
条
件
の
中
で
の
地
域
の
変
容
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
。

②
講
義　

歴
史
分
野

日
野
に
対
す
る
生
徒
の
認
識
は
、
甲
州
街
道
の
宿
場
町
や
新
選
組
の
隊

士
と
縁
の
あ
る
地
域
と
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
既
有
の
知
識
へ

の
問
い
か
け
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て
、
生
徒
と
と
も
に
史
料
を
読
解
し
な
が

ら
地
域
史
の
考
察
を
行
っ
た
。

竪
穴
住
居
跡
や
横
穴
墓
の
遺
構
豊
か
な
日
野
は
、
地
形
と
考
古
遺
跡
の

関
係
を
理
解
す
る
上
で
好
都
合
で
あ
る
。
平
安
時
代
に
は
摂
関
家
領
・
舟

木
田
荘
の
一
角
を
な
し
、
後
に
は
武
蔵
七
党
の
一
つ
で
あ
る
西
党
の
祖
と

（
2
）

図1　「東京を歩く」と地理・日本史のカリキュラム構成
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テーマ 地理分野 歴史分野

日
野
の
自
然
と
人

《講義内容》
・日野の地形（日野台地，多摩川・浅川）
・用水路のある風景（日野用水，向島用水等）
・甲州街道と中央本線のルート選定
《主な配布地図・使用文献》
・明治迅速測図（明治 15 年）
・�旧版地形図（明治 39，昭和 5，30，41，60 年）
・�「水都日野　みず・くらし・まち　水辺の
ある風景日野50選」（日野市ホームページ）

《講義内容》
・日野の遺跡と開発
・近世の宿場経営と民衆負担
・街道と信仰・新選組
《主な使用資史料》
・甲州道中分間延絵図
・『武蔵名勝図会』
・『新編武蔵風土記稿』
・武州多摩郡日野本郷銘細帳下書控

国
分
寺
・
府
中
の
地
形
と
歴
史

《講義内容》
・�国分寺・府中の地形（武蔵野台地武蔵野面，
立川面）

・国分寺崖線と湧水　
・都市的施設の立地（東芝工場，刑務所等）
《主な配布地図・使用文献》
・明治迅速測図（明治 15 年）
・�旧版地形図（昭和 14，29 年）
・�杉谷隆他『風景のなかの自然地理　改訂版』
（古今書院，2005 年），道家剛三郎『東京
の坂風情』（東京図書出版会，2001 年）

《講義内容》
・考古遺跡の分布と湧水・段丘
・古代律令国家と武蔵国府遺構
・奈良時代の政治史と武蔵国分寺遺構
・近世の交通制度と宿場町
・近代の記録写真と府中周辺の変化
《主な使用資史料》
・甲州道中分間延絵図
・『武蔵名勝図会』
この他，発掘調査報告書等

絹
の
道
と
多
摩
丘
陵
の
自
然
と
開
発

《講義内容》
・多摩ニュータウンの開発と緑地保全
・�谷戸の地形と利用，片倉城址の立地と地
形

《主な配布地図・使用文献》
・明治迅速測図（明治 15 年）
・�旧版地形図（昭和 20，45，平成 6年）
・�『ひなたブック�松木日向緑地ハンドブッ
ク』（首都大学東京）

・�「多摩ニュータウン地区の人口動向」（東
京都ホームページ）

《講義内容》
・開国と浜街道の形成
・�浜街道成立前後の様子の比較
・生糸商人の盛衰と浜街道
・外国人の見た浜街道と文化の往来
《主な使用資史料》
・『新編武蔵国風土記稿』
・武蔵国多摩郡村明細帳
・�横浜周辺外国人遊歩区域図（横浜開港資
料館蔵）
この他，片倉城絵図，F・ベアトの幕末期
写真

江
戸
城
と
そ
の
周
辺
の
地
形
と
歴
史

《講義内容》
・江戸城の地形
・江戸のまちづくりと地形改変　
・江戸の拡大
《主な配布地図・使用文献》
・�大江戸地理空間図（嘉永 3～慶応 4年）
・天保御江戸大江図（天保 14 年）
・御曲輪内大名小路絵図（慶応元年）
・麹町永田町外桜田絵図（元治元年）
・�鈴木理生文・東京にふる里をつくる会編『千
代田区の歴史』（名著出版，1978 年）

・�鈴木理生『幻の江戸百年』（筑摩書房，
1991 年）

《講義内容》
・江戸城石垣と大名統制
・東京駅周辺の近代建築
・近現代政治史と霞ヶ関・永田町
《主な使用資史料》
・江戸城周辺石垣遺構の調査報告書
・築城普請関連史料
・『原敬日記』
・占領期の記録写真・映像視聴

「東京を歩く」講座一覧
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な
っ
た
日
奉
氏
が
土
着
し
た
。
後
北
条
氏
支
配
下
で
は
日
野
用
水
の
開
削

が
行
わ
れ
、
後
に
日
野
水
郷
と
も
よ
ば
れ
る
水
田
風
景
を
現
出
さ
せ
た
。

江
戸
時
代
に
幕
府
の
直
轄
領
と
な
り
、
甲
州
街
道
の
宿
場
が
整
備
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
本
格
的
な
発
展
の
時
代
を
迎
え
た
。

延
享
三
（
一
七
四
六
）
年
の
「
武
州
多
摩
郡
日
野
本
郷
銘
細
帳
下
書

控
」
に
は
、
甲
州
街
道
の
宿
場
町
で
あ
る
日
野
の
実
態
が
示
さ
れ
て
い
る
。

参
加
者
は
一
年
生
と
受
験
を
控
え
る
日
本
史
選
択
者
の
三
年
生
で
あ
っ
た

が
、
学
習
の
進
ん
だ
三
年
生
が
、
江
戸
時
代
の
交
通
や
諸
役
等
の
既
習
の

知
識
・
理
解
と
結
び
つ
け
、
伝
馬
役
や
助
郷
負
担
、
参
勤
交
代
経
路
と
し

て
の
利
用
が
宿
場
町
経
営
の
基
盤
に
な
る
こ
と
に
気
づ
き
、
知
識
を
確
認
、

応
用
し
て
一
年
生
に
説
明
す
る
場
面
が
見
ら
れ
た
。
史
料
を
中
立
ち
に
し

て
異
年
齢
間
で
の
学
び
合
い
が
生
じ
て
い
た
。

③
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

日
野
台
地
上
に
位
置
す
る
学
校
を
出
発
し
、
自
動
車
工
場
や
機
械
工
場

等
の
台
地
上
の
土
地
利
用
を
確
認
し
な
が
ら
進
ん
だ
。
多
摩
川
を
望
む
台

地
端
か
ら
は
、
多
摩
川
の
低
地
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
、
旧
日
野
宿
を
含
む

日
野
市
街
の
立
地
に
つ
い
て
観
察
を
行
っ
た
。
ま
た
、
台
地
上
と
多
摩

川
・
浅
川
の
低
地
で
の
農
業
的
土
地
利
用
の
差
異
に
も
注
目
し
た
。
同
時

に
、
考
古
遺
構
の
分
布
に
注
目
し
、
段
丘
上
に
縄
文
時
代
の
集
落
遺
構
が
、

段
丘
崖
に
古
墳
時
代
の
横
穴
墓
が
見
ら
れ
る
こ
と
等
を
確
か
め
、
そ
の
理

由
を
考
察
し
た
。

（
3
）

武
蔵
野
の
雑
木
林
の
面
影
を
残
す
段
丘
崖
を
下
り
、
日
野
市
内
を
流
れ

る
用
水
に
注
目
し
た
。
日
野
市
内
を
流
れ
る
用
水
に
は
、
多
摩
川
と
浅
川
、

さ
ら
に
は
日
野
台
地
の
崖
下
の
湧
水
を
水
源
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
そ

れ
ら
の
水
源
を
利
用
し
た
用
水
路
が
都
市
化
が
進
ん
だ
現
在
で
も
、
大
部

分
は
開
渠
の
ま
ま
で
年
間
を
通
し
て
通
水
さ
れ
保
全
さ
れ
て
い
る
。
こ
う

し
た
水
都
日
野
を
今
後
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
も
、
現

地
で
の
観
察
を
行
い
な
が
ら
考
察
し
た
。

道
中
に
は
庚
申
塔
を
は
じ
め
と
し
て
石
仏
や
石
碑
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

甲
州
街
道
の
往
来
と
庚
申
講
や
富
士
講
と
い
っ
た
庶
民
信
仰
の
関
係
、
文

化
財
の
基
本
的
な
見
方
や
寺

院
建
築
の
見
方
等
の
解
説
を

行
っ
た
。
ま
た
、
旧
甲
州
街

道
に
沿
っ
て
、
保
存
さ
れ
た

日
野
宿
本
陣
の
建
築
や
資
料

館
、
高
札
跡
を
見
学
し
、
近

世
の
交
通
と
そ
れ
を
支
え
る

日
野
宿
や
制
度
的
に
結
び
つ

け
ら
れ
た
周
辺
の
村
落
の
広

が
り
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。

図2　石仏や石碑を観察・分析する生徒
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（
2
）
絹
の
道
と
多
摩
丘
陵
の
自
然
と
開
発

①
講
義　

地
理
分
野

多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
は
、
丘
陵
地
の
尾
根
を
削
っ
た
土
砂
で
谷

戸
と
よ
ば
れ
る
谷
を
埋
め
立
て
て
造
成
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、

開
発
以
前
の
地
形
図
と
の
対
比
が
難
し
い
地
域
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
講
義
で
は
、
河
川
流
路
を
辿
る
こ
と
で
新
旧
地
図
を
対
比
さ
せ
た
が
、

こ
の
河
川
流
路
も
蛇
行
部
分
の
直
線
化
な
ど
の
変
化
が
多
く
見
ら
れ
る
こ

と
を
考
察
し
た
。
ま
た
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
開
発
に
際
し
て
の
緑
地
保
全

に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
、
現
在
で
も
敷
地
内
に
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を
設
け

野
生
動
植
物
の
保
全
に
努
め
る
小
山
内
裏
公
園
や
、
首
都
大
学
東
京
と
の

連
携
の
も
と
に
緑
地
保
全
が
進
め
ら
れ
て
き
た
松
木
日
向
緑
地
等
の
例
に

つ
い
て
考
察
し
た
。

②
講
義　

歴
史
分
野

八
王
子
市
に
あ
る
絹
の
道
は
「
浜
街
道
」
と
よ
ば
れ
、
東
山
養
蚕
地
帯

で
産
出
さ
れ
、
八
王
子
に
集
積
さ
れ
た
生
糸
が
開
港
場
横
浜
へ
と
搬
出
さ

れ
た
ル
ー
ト
で
あ
る
。
歴
史
分
野
で
は
、
近
世
の
商
品
経
済
・
流
通
網
の

形
成
に
つ
い
て
説
明
し
、
開
港
後
の
生
糸
輸
出
と
地
域
社
会
の
変
容
と
の

関
連
性
を
論
じ
た
。

浜
街
道
の
発
展
は
地
域
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
横
浜
開
港
前
後
の
史
料
読
解
を
行
っ
た
。
一
九
世
紀
初
め
に

編
纂
さ
れ
た
『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』
か
ら
、
後
に
生
糸
商
人
が
成
長

明治迅速測図（明治 15 年）

史
料
一

「
巽
よ
り
乾
へ
通
じ
て
一
路
あ
り
、
こ
れ
相
州
鎌
倉
へ
の
往
還
な
り
、
村

内
へ
か
ゝ
る
こ
と
十
二
町
ほ
ど
、
道
幅
は
九
尺
よ
り
せ
ま
き
所
に
て
は
三

尺
ば
か
り
の
所
も
あ
り
、
こ
の
村
山
間
に
て
谷
々
多
く
、
大
抵
山
谷
と
平

地
と
相
半
せ
り
、
陸
田
多
く
し
て
水
田
少
な
し
、
…
」

�

（
一
九
世
紀
初
『
新
編
武
蔵
国
風
土
記
稿
』）

史
料
二

「
養
蚕
専
ニ
仕
壱
ヶ
年
生
糸
弐
貫
四
百
目
位
平
均
産
ス
」「（
村
内
の
往
還

に
つ
い
て
）
八
百
間
巾
平
均
八
尺
位
…
八
王
子
宿
場
よ
り
横
浜
通
り
脇
往

還
自
普
請
ニ
御
座
候
」

�
（
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
「
武
蔵
国
多
摩
郡
村
明
細
帳
」）
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す
る
鑓
水
村
に
関
す
る
史
料
一
を
提
示
す
る
。「
巽
よ
り
乾
へ
」
の
記
述

に
注
目
し
な
が
ら
、
地
理
分
野
で
示
さ
れ
た
鑓
水
村
の
地
図
に
重
ね
合
わ

せ
る
と
、
こ
の
道
が
後
に
浜
街
道
と
な
る
道
と
類
推
で
き
る
の
だ
が
、
史

料
で
は
「
鎌
倉
往
還
」
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
明

治
三
（
一
八
七
〇
）
年
の
「
武
蔵
国
多
摩
郡
村
明
細
帳
」（
史
料
二
）
で

は
村
の
産
業
と
し
て
養
蚕
と
製
糸
が
明
記
さ
れ
、
道
の
位
置
づ
け
が
明
確

に
浜
街
道
の
そ
れ
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
加
え

て
、
慶
応
三
（
一
八
六
七
）
年
頃
に
作
成
さ
れ
た
「
横
浜
周
辺
外
国
人
遊

歩
区
域
図
」
を
提
示
し
開
港
が
も
た
ら
し
た
地
域
社
会
へ
の
影
響
の
広
が

り
を
考
察
さ
せ
た
。

③
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

J
R
横
浜
線
の
片
倉
駅
を
起
点
に
、
京
王
相
模
原
線
の
南
大
沢
駅
へ
と

旧
浜
街
道
の
痕
跡
を
辿
っ
た
。
山
城
の
特
色
を
示
す
片
倉
城
址
で
は
、
城

絵
図
や
実
際
の
地
形
観
察
を
交
え
な
が
ら
、
尾
根
筋
が
続
き
弱
点
と
な
る

城
の
西
側
に
空
堀
が
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
意
味
を
考
察
し
た
。

鑓
水
峠
に
至
る
と
、
生
糸
商
人
た
ち
の
出
資
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
道

了
堂
跡
や
石
碑
等
の
信
仰
関
連
遺
構
が
あ
る
。
こ
こ
で
石
碑
の
碑
文
を
読

解
し
、
い
ず
れ
も
明
治
初
期
に
集
中
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
、

浜
街
道
と
生
糸
商
人
の
隆
盛
の
期
間
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の

周
辺
は
、
鬱
蒼
と
し
た
森
の
中
に
未
舗
装
路
が
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
弱
続
き
、

駄
載
や
人
力
に
よ
っ
て
生
糸
が
運
ば
れ
て
い
た
情
景
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
未
舗
装
路
の
終
点
に
は
一
里
塚
跡
に
一
本
榎
と
庚
申
塔
が
立
ち
、
参

加
者
の
分
析
材
料
に
は
事
欠
か
な
い
。

旧
鑓
水
村
で
は
生
糸
商
人
の
邸
宅
跡
に
整
備
さ
れ
た
絹
の
道
資
料
館
の

見
学
、
周
辺
の
散
策
を
行
い
、
講
義
で
扱
っ
た
史
料
・
地
図
と
現
在
の
景

観
と
の
異
同
を
探
っ
た
。
農
村
風
景
の
残
る
こ
の
地
域
で
は
、
か
つ
て
の

谷
戸
利
用
の
形
跡
が
残
る
。
幕
末
に
日
本
を
訪
れ
た
写
真
家
F
・
ベ
ア
ト

が
撮
影
し
た
鑓
水
村
の
写
真
と
比
較
す
る
と
、
斜
面
と
道
の
形
か
ら
ベ
ア

ト
が
写
真
機
を
構
え
た
で
あ
ろ
う
場
所
を
推
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま

た
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
へ
と
足
を
運
び
、
鑓
水
地
区
に
お
い
て
、
民
間
に

開
発
が
委
譲
さ
れ
戸
建
て
住
宅
の
供
給
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
観

察
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
旧
鑓
水
村
や
旧
大
沢
村
（
南
大
沢
）
等
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
建
設
地
域
で
の
従
前
か
ら
の
集
落
が
、
丘
陵
地
の
麓
の
湧
水
地
点
に

立
地
し
て
い
る
こ
と
の
観
察
も
行
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
生
徒
自
身
が
文
字
史
料
と
地
図
の
照
合
を
行
っ
た
上
で
フ

ィ
ー
ル
ド
に
出
か
け
る
こ
と
で
、
現
地
で
得
る
理
解
を
よ
り
深
い
も
の
に

す
る
こ
と
が
で
き
た
。

（
3
）
江
戸
城
と
そ
の
周
辺
の
地
形
と
歴
史

①
講
義　

地
理
分
野

太
田
道
灌
が
築
い
た
江
戸
城
は
、
洪
積
台
地
と
沖
積
低
地
の
境
界
部
に

位
置
し
て
い
た
。
徳
川
家
康
入
府
以
降
、
江
戸
城
の
拡
張
と
城
下
町
の
整

備
が
行
わ
れ
た
が
、
そ
れ
は
洪
水
対
策
と
し
て
の
平
川
や
小
石
川
の
付
け
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替
え
や
神
田
川
の
掘
削
、
用
地
確
保
の
た
め
の
日
比
谷
入
江
の
埋
め
立
て

等
、
大
規
模
な
地
形
改
変
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
江
戸
城
の
拡

張
に
よ
る
外
濠
の
整
備
に
お
い
て
は
、
台
地
に
入
り
込
む
谷
戸
地
形
が
巧

み
に
利
用
さ
れ
る
等
、
江
戸
の
ま
ち
づ
く
り
が
地
形
と
の
非
常
に
大
き
な

関
連
の
中
で
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
。
現
在
の
東

京
は
、
そ
う
し
た
地
形
改
変
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
が
、
洪
積
台
地
と

沖
積
低
地
を
ほ
ぼ
区
切
る
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
等
高
線
が
示
さ
れ
た
地
図

へ
の
着
色
を
行
っ
た
り
、
家
康
入
府
か
ら
寛
永
期
の
外
濠
完
成
ま
で
の
地

図
に
つ
い
て
年
代
毎
の
比
較
を
行
っ
た
り
し
な
が
ら
、
将
軍
の
お
膝
元
と

し
て
の
江
戸
城
下
町
の
整
備
と
拡
張
や
、
そ
の
地
理
的
配
置
の
特
色
に
つ

い
て
の
考
察
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
、
千
鳥
ヶ
淵
、
溜
池
等
の
造
成
、
ま
た

そ
の
後
の
玉
川
上
水
の
整
備
等
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
、
都
市
住
民
の
生
活

用
水
の
確
保
に
つ
い
て
も
考
察
を
行
い
、
現
在
の
東
京
が
抱
え
る
課
題
と

も
関
連
さ
せ
た
。

②
講
義　

歴
史
分
野

地
理
分
野
で
扱
っ
た
江
戸
市
街
の
造
成
を
引
き
継
ぎ
、
建
築
を
主
軸
に

江
戸
城
造
成
に
関
わ
る
幕
藩
体
制
の
特
質
や
、
近
現
代
の
政
治
史
の
舞
台

と
し
て
の
江
戸
城
周
辺
を
取
り
上
げ
た
。

例
え
ば
明
治
期
を
代
表
す
る
バ
ロ
ッ
ク
様
式
の
建
築
物
で
あ
る
旧
司
法

省
庁
舎
や
、
一
丁
ロ
ン
ド
ン
と
も
称
さ
れ
た
三
菱
煉
瓦
街
は
、
近
代
黎
明

期
の
日
本
に
と
っ
て
「
欧
化
」
が
持
っ
た
意
味
に
つ
い
て
考
察
す
る
材
料

と
な
る
。
さ
ら
に
皇
居
周
辺

の
地
図
を
俯
瞰
す
れ
ば
、
鹿

鳴
館
が
あ
り
、
日
本
初
の
ド

イ
ツ
式
庭
園
で
あ
る
日
比
谷

公
園
が
あ
る
。
こ
こ
で
、
欧

化
政
策
に
対
す
る
風
刺
画
を

示
す
と
と
も
に
、
中
学
校
ま

で
の
既
習
事
項
で
あ
る
日
比

谷
焼
き
討
ち
事
件
を
想
起
さ

せ
る
。
一
連
の
建
築
を
年
表

の
中
に
当
て
は
め
な
が
ら
、

近
現
代
政
治
史
の
概
観
を
示

し
事
前
学
習
と
し
た
。

③
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

東
京
駅
丸
の
内
南
口
を
起
点
に
、
皇
居
・
江
戸
城
東
面
と
南
面
を
望
み

な
が
ら
、
国
会
議
事
堂
に
近
い
憲
政
記
念
館
ま
で
の
道
の
り
を
踏
査
し
た
。

丸
の
内
南
口
で
の
原
敬
暗
殺
事
件
の
現
場
か
ら
始
ま
り
、
駅
舎
の
外
面
か

ら
は
辰
野
金
吾
の
建
築
様
式
の
特
徴
を
探
っ
た
。
ま
た
、
東
京
駅
が
皇
居

と
正
面
に
相
対
す
る
場
所
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
せ
、
都
市

的
施
設
の
配
置
に
つ
い
て
考
察
す
る
場
面
を
設
け
た
。

東
京
駅
周
辺
で
は
ま
た
、
建
築
当
時
の
建
物
を
そ
の
ま
ま
に
近
い
形
で 図3　東京駅の建築と立地について考察する
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保
全
し
て
い
る
明
治
生
命
館
、
建
物
の
前
面
（
フ
ァ
サ
ー
ド
）
部
分
を
残

し
内
部
は
改
築
し
た
第
一
生
命
館
や
東
京
中
央
郵
便
局
、
当
時
の
姿
を
復

元
し
て
新
た
に
建
て
ら
れ
た
三
菱
一
号
館
美
術
館
等
、
歴
史
的
建
造
物
の

保
全
・
復
元
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
考
察
を
行
っ
た
。

江
戸
城
跡
で
は
、
用
途
に
応
じ
た
石
垣
建
築
の
工
夫
を
検
討
さ
せ
手
伝

普
請
が
持
っ
た
意
味
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
。
桜
田
門
、
旧
彦
根
藩
邸
、

日
本
水
準
原
点
と
近
現
代
史
の
舞
台
を
辿
り
、
最
後
に
参
議
院
の
前
か
ら

国
会
議
事
堂
が
沖
積
低
地
か
ら
洪
積
台
地
を
見
上
げ
る
場
所
に
設
け
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
確
か
め
、
汐
見
坂
か
ら
江
戸
開
発
以
前
の
海
岸
線
を
想
像

さ
せ
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
終
え
た
。

現
地
に
足
を
運
ぶ
生
徒
は
自
然
と
事
前
の
講
義
で
学
ん
だ
学
習
の
ポ
イ

ン
ト
に
気
づ
き
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に
新
た
な
課
題
を
発
見
す
る
。
今
回
の

参
加
者
の
多
く
は
入
学
し
て
間
も
な
い
一
年
生
で
あ
っ
た
が
、
地
理
的
・

歴
史
的
な
見
方
や
考
え
方
に
焦
点
を
当
て
た
事
前
学
習
が
、
生
徒
の
発
見

す
る
課
題
を
優
れ
た
も
の
に
し
、
能
動
的
な
学
習
姿
勢
の
育
成
に
資
す
る

こ
と
を
実
感
し
た
。

お
わ
り
に

新
学
習
指
導
要
領
に
お
け
る
「
地
理
総
合
」「
歴
史
総
合
」
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
見
方
・
考
え
方
や
、
技
能
、
考
察
す
る
概
念
と
い
っ
た
汎
用
的

な
能
力
の
育
成
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
の
上
で
、
生
徒
が
課
題
を
設

（
4
）

定
し
、
有
用
な
原
理
や
方
法
論
を
選
択
し
て
課
題
解
決
に
活
用
す
る
、
探

究
的
な
学
習
に
接
続
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
共
通
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を

理
解
す
る
た
め
に
、
教
員
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
・
知
識
と
と
も
に
方

法
を
強
調
し
て
語
る
本
実
践
の
構
造
は
、
原
理
や
方
法
論
の
違
い
か
ら
生

徒
が
学
習
の
枠
組
み
を
意
識
し
、
統
合
し
て
思
考
す
る
と
い
う
、
一
連
の

学
習
プ
ロ
セ
ス
へ
の
発
展
の
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
展
望
を
持
っ
て
い
る
。

本
実
践
は
ベ
テ
ラ
ン
の
地
理
教
員
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
実
践
の
上

に
、
日
本
史
の
若
手
教
員
が
加
わ
る
形
で
始
ま
っ
た
。
異
動
一
年
目
の
若

手
の
日
本
史
教
員
に
と
っ
て
周
辺
の
地
域
史
、
関
連
史
料
の
発
掘
に
は
負

担
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
上
回
る
喜
び
が
あ
っ
た
。
本
校
は
、
大
学
入
試

を
念
頭
に
置
い
た
指
導
が
重
視
さ
れ
る
学
校
で
あ
る
が
、
本
実
践
に
は
受

験
生
で
あ
る
三
年
生
の
参
加
も
あ
り
、
生
徒
の
持
つ
潜
在
的
な
知
的
欲
求

の
高
さ
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
生
徒
の
み
な
ら
ず
保
護
者
や
他

教
科
の
教
員
、
教
育
実
習
生
の
参
加
も
あ
り
、
次
第
に
協
働
学
習
の
場
に

発
展
し
た
こ
と
は
、
当
初
の
予
想
を
上
回
る
成
果
で
あ
っ
た
。

本
実
践
は
ま
だ
、
地
理
・
日
本
史
の
連
携
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
異
な

る
考
え
方
を
活
用
・
統
合
す
る
こ
と
の
有
用
性
に
気
づ
い
た
生
徒
達
が
、

教
科
・
科
目
の
枠
を
超
え
て
課
題
解
決
に
挑
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
を
念
願
し
て
い
る
。
そ
れ
は
未
来
を
生
き
る
彼
ら
が
、
価
値
観
が

多
様
化
し
流
動
性
を
増
す
社
会
の
中
で
自
律
的
に
課
題
を
発
見
し
、
克
服

し
て
行
く
上
で
必
要
と
な
る
資
質
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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註（1
）�　

第
五
回
高
大
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
（
平
成
二
七
〈
二
〇
一
五
〉
年

八
月
）
で
は
、
大
学
教
育
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な
能
力
と
し
て

「
問
題
発
見
・
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
主
体
的
に
実
行
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
他
の
考
え
方
と
の
共
通
点
や
相
違
点
を
整
理
し
た
り
、
異

な
る
考
え
方
を
統
合
さ
せ
た
り
し
な
が
ら
実
行
し
て
い
く
こ
と
」
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
2
）�　

迅
速
測
図
と
は
、
明
治
初
期
か
ら
中
期
に
陸
軍
参
謀
本
部
に
よ
っ

て
作
成
さ
れ
た
簡
易
地
図
。
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
、
山
県
有

朋
の
命
に
よ
り
作
成
が
開
始
さ
れ
、
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に

完
成
し
た
。
関
東
地
方
の
一
部
に
つ
い
て
は
農
業
環
境
技
術
研
究
所

の
歴
史
的
農
業
環
境
閲
覧
シ
ス
テ
ム
を
活
用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

（
3
）�　

延
享
三
年
の
「
武
州
多
摩
郡
日
野
本
郷
銘
細
帳
下
書
控
」
に
は

「
一
、
当
村
の
義
は
往
還
宿
に
て
外
宿
と
違
い
、
前
後
に
玉
川
・
浅

川
こ
れ
あ
り
、
出
水
の
節
、
御
朱
印
其
外
御
通
り
候
節
は
、
玉
川
へ

川
越
人
足
等
加
勢
大
勢
相
懸
申
し
候
、
右
人
足
の
義
は
達
者
成
も
の

買
立
に
仕
り
相
勤
め
申
し
候
故
、
外
宿
よ
り
入
用
等
の
多
く
相
懸
り
、

殊
に
御
大
名
先
年
は
御
通
り
成
さ
れ
候
へ
共
、
近
年
は
御
通
り
御
座

な
く
、
宿
場
助
成
等
相
成
り
候
事
は
御
座
な
く
候
、
年
々
百
姓
相
衰

え
難
儀
仕
り
候
、
往
来
の
旅
人
泊
り
こ
れ
あ
り
候
て
も
薪
買
上
候
故
、

曽
て
助
成
に
相
成
り
申
さ
ず
候
…
」
と
あ
る
。

（
4
）�　

文
部
科
学
省
教
育
課
程
部
会
「
高
等
学
校
の
地
歴
・
公
民
科
科
目

の
在
り
方
に
関
す
る
特
別
チ
ー
ム
（
第
五
回
）」（
平
成
二
八
〈
二
〇

一
六
〉
年
六
月
）
の
試
案
で
は
、
地
理
総
合
で
習
得
す
る
知
識
や
技

能
と
し
て
「
調
査
や
地
図
や
統
計
な
ど
の
諸
資
料
か
ら
、
地
理
に
関

す
る
情
報
を
、
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
用
い
て
効
果
的
に
収
集

す
る
・
読
み
取
る
・
ま
と
め
る
技
能
」
が
、
歴
史
総
合
に
関
し
て
は

「
諸
資
料
か
ら
歴
史
に
関
す
る
情
報
を
効
果
的
に
収
集
す
る
・
読
み

取
る
・
ま
と
め
る
技
能
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
歴
科
で

養
成
す
る
思
考
力
・
判
断
力
と
し
て
「
地
理
や
歴
史
に
関
わ
る
諸
事

象
の
意
味
や
意
義
、
特
色
や
相
互
の
関
連
に
つ
い
て
、
概
念
等
を
活

用
し
て
多
面
的
・
多
角
的
に
考
察
し
た
り
、
情
報
を
把
握
し
、
そ
の

解
決
に
向
け
て
構
想
し
た
り
す
る
力
」
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
各
科

目
で
の
技
能
・
概
念
の
習
得
と
、
そ
の
活
用
に
よ
る
考
察
と
い
っ
た

構
想
が
示
さ
れ
て
い
る
。　

（
い
か
わ
・
か
ず
み
／
地
理　

東
京
都
立
八
王
子
東
高
等
学
校
主
任
教
諭
）

（
し
ま
つ
・
さ
と
し
／
日
本
史　

東
京
都
立
八
王
子
東
高
等
学
校
主
任
教
諭
）


